
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  

 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 

－ ひとと時代をつなぐ －             
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 前号で、紫波町ニホンミツバチを考える会を発足したことを報告し、ニホンミツバチを飼育したい人

を募集したところ、たくさんの人に応募いただきました。応募した人からは「昔はこの辺でもミツバチ

を飼っていたんだよ。なつかしい～！」というお話を聞くことができました。 

 現在、考える会では、飼育箱の扱いについての勉強会、紫波みらい研究所の会員や環境マイスター紫

波の皆さんにお手伝いをお願いし、花粉源を増やす取り組みを行っています。 

 ３月６日には、もっと多くの人にミツバチのことを知ってもらうために「ニホンミツバチの可能性を

知る！」と題し、セミナーを開催します。 

 長野県富士見高校の養蜂部のみなさん、昨年６月にも講演をしていただいた玉川大学ミツバチ科学研

究センターの中村教授をお招きし、ミツバチの視点から見えるものを探ります。 

 入場無料ですので、どなたでも自由に参加できます。お待ちしています！ 

●ごみ分別一口メモ● 

●ニホンミツバチの可能性を知る！ 

冬も大活躍の除湿剤、どんどん湿気を吸い取ってく

れる優れもの！ありがたいですね。 

さて、その容器を捨てるとき、 

あなたはどうしていますか？ 

プラスチック製容器包装識別表示マークがつい

ています。資源ごみかなあ？洗って乾かします

か？でも、薬品がついていたり、ぬれていたりす

るとリサイクルできないので、水を捨てたら、迷

わず燃えるごみに入れてください。 

■日 時  ３月６日(日)１３：３０～ 

■場 所  紫波総合高等学校 大講義室 

■活動発表  「それいけ！高校生のみつばちライフ 

              ～私たちの青春、蜜の味～」     

          長野県富士見高等学校養蜂部のみなさん 

■講 話  「みつばちの生態について」 

            玉川大学ミツバチ科学研究センター 中村 純教授 
         
■参加費  無料 

■定 員  １００人(先着順) 

■主 催  紫波町ニホンミツバチを考える会 

■後 援  紫波町 

■協 力  玉川大学ミツバチ科学研究センター 

      NPO みつばち百花、NPO 法人紫波みらい研究所 

■申込み  紫波町ニホンミツバチを考える会 事務局 

      電 話 ６７１－２２４４ 

      ＦＡＸ ６７１－２２４３ 

      Ｅ mail  miraiken@shiwa ‒mirai.com 



 
 
  
 
 
 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

※「めぐりっと紫波」は、紫波町環境課からの委託事業で

発行しています。 

～わたしのひとこと～ 
  菅原 時枝さん（水分在住） 

先日、毎年恒例となっております水分児童館年

長児童との「ふれあいお茶会」に参加する機会が

ありました。女児４人、男児２人の６人と少ない

人数でのお茶会ではありましたが、「ていねいなお

じぎ」「しっかりとした正座」どの子どもたちも緊

張感の中にも最後までしっかりとしたしぐさに、

いとおしさを感じました。 

 ふだん子どもたちは、おにごっこをしたり、雪

遊びをしたりと、元気に走り回っていることでし

ょう。改めて、日頃の先生方のご指導を伺い知る

事ができた一時でした。 

 お茶の先生方からは、やさしくお作法なども教

えていただきました。「おいしかったですか？」の 

問いに全員が「おいしかったです！」と「またやっ

てみたい人」という問いにも全員がしっかりと手を

あげ、終始なごやかなお茶会となりました。 

 外は時折地ふぶきが舞い、まだまだ寒さが続いて

います。今春この子どもたちはピカピカのランドセ

ルを背負い一年生となります。お友達をたくさん作

り、元気に学校生活を楽しんでね、と祈らずにはい

られませんでした。 

〜
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
〜 
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今
月
は
、
お
い
し
い
た
い
焼
き
で
評
判
の
日
詰
町
の

「
な
ん
バ
ザ
ホ
ー
ル
」
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
運
営
協
議
会

会
長
の
内
川
登
美
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
平
成
13
年
、
商
店
会
の
皆
さ

ん
が
日
詰
町
の
活
性
化
に
い
く
ら
か
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
空
き
店
舗
を
借
り
、
商
品
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
し
た

事
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
商
店
会
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が

協
力
し
合
っ
て
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。
今
年
で
10
年

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
更
な
る
発
展
の
た
め
自
立
運
営

を
目
指
し
、
思
い
切
っ
て
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
昨
年
11
月
か
ら
週
４
日
10
時
〜
18
時
ま
で

時
間
を
拡
大
し
、
販
売
品
目
も
増
や
し
た
こ
と
で
、
地
域

の
皆
様
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

登
録
出
展
者
は
60
名
。
運
営
協
議
会
の
会
員
は
20
名

ほ
ど
で
す
が
、
日
常
の
業
務
は
従
業
員
４
名
と
お
か
み
さ

ん
た
ち
で
忙
し
く
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

野
菜･
食
料
品･

日
用
品･

小
物
等
な
ど
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
手
作
り
の
お
惣
菜
と
お
弁
当
は
人
気
が

あ
り
、
毎
日
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

希
望
の
お
惣
菜
が
あ
れ
ば
、
出
来
る
限
り
対
応
し
て
い

る
の
で
ど
う
ぞ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
販
売
を
希
望
す
る
方
は
、
１
，
０
０
０
円
の
出
店
料

で
登
録
で
き
る
そ
う
で
す
。 

 

詳
し
く
は 

「
な
ん
バ
ザ
ホ
ー
ル
」
電
話 

６
７
２-

４
１
３
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

≪参加者募集中≫ 

親子でＭｙはしづくり 

と き：３月２１日(月)１３：００～ 

ところ：古舘公民館大ホール 

参加費：親子５００円、１人３００円 

申込み：紫波町子ども教室コーディネーター 

    佐藤 ０８０－３３２６－６３９０ 

さまざまな商品が並べられた「なんバザホール」の店内 


